
平和・自立・共生　ともにつくる黄
こ

金
がね

南
は え

風の平
さ と

和郷・はえばる

ヒュート

平成27年度決算認定
賛否分かれる
こども医療費現物給付を要請
議長の南米視察報告書　
13人の議員が一般質問
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6
10
11 題字：金城　愛花さん

　　（翔南小学校６年生）

写真：赤嶺　マキさん（宮平）

平成28年
9月定例会
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平成28年11月18日発行

ハロウィンは
ヒュートに変身!
仮装でそのまま

登園だ〜!!

伝説から生まれた

ニューヒーロー

飛
ヒュート

勇人！



歳入
自主財

源

依
存

財源

自主財源

43.1％依存財源

56.9％

■歳入 163億409万円■歳出 149億9,802万円

歳出

町税
36億9,148万円

民生費
52億9,545万円

土木費
24億8,031万円

教育費
20億5,777万円

総務費
22億403万円

公債費
9億9,316万円

衛生費
8億5,779万円

消防費
4億4,814万円

農林水産業費
2億7,534万円

議会費 1億3,214万円

地方交付税
22億1,763万円

分担金・負担金
3億5,431万円国庫支出金

20億6,262万円

県支出金
30億4,841万円

町債（借入金）
12億3,720万円

地方消費税交付金
5億9,936万円 その他②

1億1,688万円

繰入金
13億3,818万円

繰越金
11億1,913万円

その他①
5億1,890万円

その他
2億5,389万円
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（　）は前年度の金額です。
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平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算

平成27年度 一般会計歳出149億9,802万円 　　　　 特別会計を含み歳出総額236億2,526万円

        黒字決算も国保      の赤字（約11億）に課題

 

普
通
建
設
事
業 

７
億
５
９
４
１
万
円
増
額

歳　
入

歳　
出

　

一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入

１
６
３
億
４
０
9
万
円
で
26
年
度
よ
り

15
・
８
％
増
、歳
出
は
１
４
９
億
９
８
０

2
万
円
で
15
・
８
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入
…
自
主
財
源
は
対
前
年
度
比

10
億
７
３
３
８
万
円
増
と
な
り
ま
し

た
。
要
因
の
一
つ
に
、
昨
年
に
続
き

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
赤
字
を

補
填
す
る
た
め
基
金(

貯
金)

の
取
り
崩

し
等
に
よ
り
１
億
１
１
３
万
円(

８
・

２
％)

増
額
の
繰
入
金
が
あ
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
自
主
財
源
の
大

部
分
を
占
め
る
町
税
は
８
８
９
０
万

円(

２
・
５
％)

増
額
し
て
い
ま
す
。

依
存
財
源
は
対
前
年
比
11
億
５
６
７
4
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
認
可
保
育
園

の
定
員
増
に
よ
る
運
営
費
国
庫
負
担
金

の
増
や
、
町
内
消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金
等
に
よ
り

国
庫
支
出
金
が
２
億
４
８
７
４
万
円

(

13
・
７
％)

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
出
…
４
歳
児
受
け
入
れ
の
た
め

幼
稚
園
園
舎
新
増
築
や
、
津
嘉
山

中
央
線
街
路
事
業
等
に
よ
り
普
通

建
設
事
業
が
７
億
５
９
４
１
万
円

(

37
・
２
％)

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

用語の説明
町税　　	 みなさまからの税金
繰入金	 町の貯金を下ろして使う金額
国・県支出金	 使う目的が決まっている国や県からの補助金
地方交付税	 自治体運営の均衡を保つため国から配分される金額
町債	 町の借金

民生費　お年寄りや児童福祉、保育所運営
土木費　道路や河川、公園の整備
総務費　職員人事や役場全体の管理
教育費　幼稚園・小中学校教育や生涯学習
公債費　借金（町債）の返済
衛生費　ごみ処理や予防接種

9 月
定例会

９
月
14
日
〜
10
月
７
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
決
算
を
中
心
に
、

今
後
の
行
政
運
営
に
生
か
す
よ
う
意
見
を
付
け
、
６
会
計
す
べ
て
を
認
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
、
一
般
質
問
は
13
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

意
見
を
付
け
認
定

［
一
般
会
計
］

学
童
ク
ラ
ブ
へ
制
度
の
周
知
徹
底
を

　

学
童
ク
ラ
ブ
へ
交
付
し
た
補
助
金
に
返
還
が
あ
っ
た
。
原
因
と
し
て
、

補
助
対
象
要
件
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
補
助
金

返
還
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
制
度
等
の
周
知
徹
底
に
努
め
る
こ
と
。

北
丘
小
西
側
避
難
通
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を

　

北
丘
小
学
校
西
側
避
難
通
路
は
、
災
害
避
難
時
の
緊
急
避
難
通
路
と
し

て
も
利
用
さ
れ
る
。
一
般
の
人
が
利
用
す
る
こ
と
も
想
定
し
た
う
え
で
整

備
す
る
こ
と
。
不
審
者
対
策
の
観
点
か
ら
も
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
も

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
。

［
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
］

県
道
１
２
８
号
線
の
移
管
は
早
急
に
協
議
を

　

津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理
区
域
内
の
県
道
１
２
８
号
線
に
係
る
町
道
移

管
に
つ
い
て
、
県
と
早
急
に
協
議
し
、
事
業
に
遅
れ
が
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
。

決算

平成27年度 一般会計

■主な項目ごとの内訳は…

■14万1,756円
（13万1,855円）

■2万2,963円
（2万1,628円）

■6万6,397円
（5万2,106円）

■2万6,586円
（2万7,791円）

■5万9,001円
（3万3,566円）

■1万1,996円
（1万1551円）

■5万5,085円
（4万8,525円）

■7,371円
（1万2,476円）

［ 平成28年３月31日現在人口　３万7,356人 ］
町民１人あたり約40万円使いました。

民生費

衛生費

総務費

消防費

土木費

公債費

教育費

農林水産費
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賛
否
・
条
例
・
人
事

会　計 歳　入 歳　出 歳入歳出差引額
一般会計 163億409万円 149億9,802万円 13億607万円

特
別
会
計

国民健康保険 50億1,809万円 61億7,547万円 △11億5,738万円
後期高齢者医療 2億3,817万円 2億3,745万円 72万円

下水道事業 7億8,699万円 7億7,889万円 810万円
土地区画整理事業 14億5,670万円 14億1,562万円 4,108万円
農業集落排水事業 2,052万円 1,981万円 71万円

小計 75億2,047万円 86億2,724万円 △11億677万円
 全会計 合計 238億2,456万円 236億2,526万円 1億9,930万円

　

財
政
は
総
じ
て
健
全
に
運

営
さ
れ
、
町
民
生
活
に
密
着

し
た
施
策
の
効
果
が
あ
っ
た

こ
と
は
評
価
さ
れ
る
。
町
民

の
意
識
と
し
て
財
政
は
豊
か

で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
。
し
か
し
、
依
存
財
源

の
比
率
が
高
く
、
厳
し
い
財

政
運
営
と
な
っ
て
い
る
。
基

金
を
含
め
財
政
基
盤
強
化
に

努
め
る
こ
と
。

【一括
交
付
金
の
効
果
的
な
事
業
完
了
を
】

　

一
括
交
付
金
は
、
制
度
の
趣
旨･

目
的
を
踏
ま
え
、
効
果
的

な
事
業
と
し
て
完
了
す
る
こ
と

【
適
切
な
事
務
処
理
を
】

　

適
切
な
事
務
処
理
を
図
る
た
め
、
業
務
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制

の
確
保
や
事
務
指
導
体
制
の
充
実
に
努
め
る
こ
と

【
国
民
健
康
保
険
給
付
費
の
抑
制
を
】

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
保
険
給
付
費
の
抑
制
に
努

め
、
引
き
続
き
前
期
高
齢
者
交
付
金
制
度
の
是
正
を
国
に
強

く
要
望
す
る
こ
と

平
成
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

人
権
擁
護
委
員 

全
会
一
致
で
適
任

反
対
討
論
　
大
城
毅

　

宮
平
学
校
線
整
備
事
業
の
物
件
移
転
補
償
費
が
会

計
検
査
院
の
検
査
を
受
け
て
補
助
対
象
外
と
さ
れ
、

平
成
27
年
度
に
１
２
２
１
万
円
を
国
に
返
還
し
て
い

る
。

　

町
は
補
償
費
の
対
象
で
あ
り
、
不
当
性
は
な
い
と

し
な
が
ら
、
会
計
検
査
院
の
指
摘
ど
お
り
国
に
返
還

す
る
と
い
う
矛
盾
し
た
行
為
を
行
っ
て
い
る
。

　

結
果
、
国
庫
か
ら
の
補
助
金
の
８
割
を
の
ぞ
き
、

町
民
の
負
担
２
割
３
０
6
万
円
で
完
成
さ
せ
た
補
償

が
、
全
額
１
５
２
７
万
円
の
町
民
負
担
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
件
に
関
し
、
町
長
の
責
任
を
な
ん
ら
問
う
こ

と
な
く
支
出
し
た
こ
の
決
算
を
認
め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

　

主
張
に
正
当
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
返
還

の
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
返
還
し
た
の
で
あ
れ

ば
正
当
性
を
自
ら
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
整
合
性
の
な
い
説
明
に
終
始
す
る
当

局
の
説
明
は
全
く
信
用
で
き
な
い
。
議
会
な
ど
、
第

三
者
に
よ
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
決
算
を
認
定
す
る
こ
と
に
反
対
す

る
。

・
高
嶺　
喜
美
子 

氏
（
宮
平
）

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を
し
た
り
、
人
権
相
談
や

地
域
の
皆
さ
ん
の
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

多
子
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
保
育

園・幼
稚
園
の
保
育
料
の
軽
減

条例
全会一致で

可決

『
多
子
世
帯
の
軽
減
』

　

年
収
約
３
６
０
万
円
未

満
相
当
世
帯
を
対
象
に
、

兄
弟
児
の
年
齢
カ
ウ
ン
ト

の
年
齢
制
限
を
な
く
し
ま

す
。
第
１
子
の
年
齢
に
関

係
な
く
、
第
２
子
を
半
額
、

第
３
子
以
降
を
無
料
と
し

ま
す
。

『
ひ
と
り
親
世
帯
の
軽
減
』

　

年
収
約
３
６
０
万
円
未

満
相
当
の
ひ
と
り
親
世
帯

等
に
対
し
て
は
、
第
１
子

の
保
育
料
を
半
額
、
第
２

子
以
降
の
保
育
料
を
無
料

と
し
ま
す
。

各会計別の決算

ひとこと
特別会計

平成 27 年度決算の特徴

８年連続の赤字決算です。
平成27年度は11億5,738万
円 の赤字となりました。

平成20年度から始まり被保
険者（75歳以上）は年々増え
ています。
平成20年 1,972人
平成27年 2,692人

津嘉山北土地区画整理地内は
全体面積における整備率が約
54％、建物補償整備率96％と
なりました。

太希おきなわの移転により、
使用料及び手数料が前年度
と比較して19％減となりまし
た。(神里区 )

下水道使用料の徴収を南部水
道企業団に委託しています。
徴収率99％（前年比0.6％増）

監
査
委
員
の
意
見

代
表
監
査
委
員　
　
　
稻
福　

清

議
会
選
出
監
査
委
員　
上
原
喜
代
子

審
査
期
間

　

７
月
６
日
〜

　
　
　

８
月
14
日

意
見
書
提
出 

　
　
　

８
月
18
日

農業集落排水

後期高齢者医療

土地区画整理

下水道事業 国民健康保険

平
成
27
年
度
決
算
認
定○：賛成　×：反対　－：宮城清政議員は議長のため採決に加わっていません

賛否分かれる
賛否が分かれた議案と討論があった議案についてお知らせします。

また、すべての議案の賛否は町議会のホームページで公開しています。

議　案

採
決
の
結
果

知
念
富
信

新
垣
由
雄

大

城

勝

大
宜
見
洋
文

照
屋
仁
士

赤
嶺
奈
津
江

浦
崎
み
ゆ
き

花
城
清
文

赤
嶺
雅
和

大

城

毅

宮
城
寛
諄

上
原
喜
代
子

玉

城

勇

金
城
好
春

大
城
真
孝

宮
城
清
政

平成27年度南風原町一般会計
歳入歳出決算認定について

可 

決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ —



与那原署と協働行動を締結の 1 市 2 町議会

新里米吉県議会議長へ要請｡県議会では陳情として取り扱うと回答。

知事部局で対応した土木建築部長は前向きに調査や対策を講じたいと回答。
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補
正
予
算
・
意
見
書
・
決
議

意
見
書
・
決
議
・
陳
情

14
億
4
5
4
3
万
円
を
追
加
し
、

総
額
1
4
9
億
5
3
0
2
万
円

こ
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
化
に

向
け
シ
ス
テ
ム
を
改
修

事
業
費　

2
8
1
万
円

　

現
在
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
は

償
還
払
い
方
式
で
す
。
町
は
窓
口

無
料
化
（
現
物
給
付)

に
向
け
シ

ス
テ
ム
改
修
を
行
い
ま
す
。
県
の

要
綱
が
改
正
さ
れ
た
場
合
、
早
け

れ
ば
平
成
29
年
１
月
診
療
分
か
ら

移
行
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

償
還
払
い
方
式
と
は

　

医
療
機
関
窓
口
で
自
己
負
担
分

（
2
〜
3
割
）
を
支
払
い
ま
す
。

後
日
、
申
請
に
よ
り
助
成
さ
れ
る

分
を
口
座
に
振
り
込
む
方
法
で
す
。

現
物
給
付
方
式
と
は

　

医
療
機
関
窓
口
で
自
己
負
担
分

を
支
払
わ
な
く
て
済
む
方
法
で
す
。

交
通
事
故
防
止
対
策
と
飲
酒
運

転
根
絶
の
さ
ら
な
る
推
進
に
関

す
る
宣
言

　

南
風
原
町
議
会
は
、
飲
酒
運
転

根
絶
運
動
と
交
通
事
故
防
止
に
対

す
る
取
組
を
一
層
支
援
す
る
と
と

も
に
、
飲
酒
運
転
根
絶
を
さ
ら
に

推
進
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

　

与
那
原
警
察
署
と
「
飲
酒
運
転

根
絶
に
向
け
た
協
働
行
動
に
関
す

る
覚
書｣

を
10
月
17
日
に
交
わ
し

ま
し
た
。「
飲
酒
運
転
を
し
な
い･

さ
せ
な
い･

許
さ
な
い｣

安
全
で

安
心
な
社
会
環
境
の
実
現
を
図
り

ま
す
。

地
元
産
品
・
企
業
の
優
先
使
用
を

　

地
元
産
品
の
需
要
拡
大
を
図
り
、

町
内
・
県
内
企
業
の
育
成
強
化
と

雇
用
拡
大
を
促
進
を
図
る
こ
と
。

公
共
工
事
の
際
は
事
業
用
自
動

車
（
緑
ナ
ン
バ
ー
）
の
使
用
を

　

町
が
公
共
工
事
を
実
施
す
る
際
、

契
約
書
の
仕
様
書
等
に｢

緑
ナ
ン

バ
ー
使
用｣

を
明
記
す
る
こ
と
。

ま
た
、
受
注
事
業
者
に
白
ナ
ン
バ

ー
に
よ
る
有
償
運
送
行
為
を
排
除

す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

改
正
農
業
委
員
会
法
に
係
る
条

例
対
応
の
要
請

　

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
議
会

の
同
意
を
得
て
、
町
長
の
任
命
制

と
な
る
。
農
業
委
員
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
な
ど
改

正
基
準
を
町
条
例
に
盛
り
込
む
際

の
配
慮･

支
援
を
要
請
す
る
。

一
般
会
計
の

　
　 

主
な
歳
出

審
査
の
結
果
、

要
望
の
趣
旨
は

妥
当(

採
択
）

南
風
原
町
の
発
展
に
必
要
な
事
柄
の
実
現
を
、
国
や
沖
縄
県
な
ど
の
関
係
機
関
に
要
請
す
る
た
め
、

町
議
会
の
意
思
を
本
会
議
で
決
定
し
、
表
明
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
・
決
議
の
全
文
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

補正予算
全会一致で

可決

陳 情
全会一致で

採択

意見書決議
全会一致で

可決

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
係

る
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負

担
金
減
額
調
整
措
置
の
廃
止

を
求
め
る

　

国
は
地
方
自
治
体
の
現
物
給

付
方
式
の
医
療
費
助
成
の
取
り

組
み
に
対
し
て
、
医
療
費
の
波

及
増
分
は
実
施
自
治
体
が
負
担

す
べ
き
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
は
本
来
負
担
す
べ
き
国
民

健
康
保
険
国
庫
負
担
金
の
減
額

調
整
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

国
の
減
額
調
整
措
置
は
、
地

方
自
治
体
に
よ
る
子
ど
も
の
貧

困
対
策
及
び
少
子
化
対
策
に
逆

行
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
と

す
る
国
に
よ
る
医
療
費
助
成
が

制
度
化
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
地

方
自
治
体
が
行
う
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
に
係
る
国
民
健
康
保

険
の
国
庫
負
担
金
減
額
調
整
措

置
を
廃
止
す
る
よ
う
、
強
く
要

請
し
ま
す
。

提
出
者　

赤
嶺　

奈
津
江

あ
て
先　

内
閣
総
理
大
臣　

他

兼
城
相
互
団
地
の
擁
壁
決
壊

防
止
対
策
を
求
め
る

　

兼
城
相
互
団
地
は
昭
和
63
年

に
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
土
砂

が
住
宅
に
流
れ
込
む
大
災
害
が

起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
土

砂
が
滑
落
す
る
事
故
が
起
き
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
擁
壁
に
亀
裂
が
入

り
、
今
な
お
進
行
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
雨
の
た
び
に
、
擁
壁
が
崩

れ
落
ち
は
し
な
い
か
と
、
住
民

は
不
安
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

兼
城
相
互
団
地
は
地
す
べ
り

等
防
止
法
に
基
づ
き
、
沖
縄
県

の｢

地
す
べ
り
防
止
区
域｣

に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
安
心･

安
全
な
生
活

環
境
を
守
る
観
点
か
ら
要
請
し

ま
す
。

 

1
．現
状
を
徹
底
調
査
し
、
結
果

の
す
べ
て
の
情
報
を
開
示
す
る

こ
と
。

2
．抜
本
的
な
地
す
べ
り
対
策
工

事
を
講
じ
る
こ
と
。

提
出
者　

知
念　

富
信

あ
て
先　

県
知
事･

県
議
会
議
長

子
ど
も
の
医
療
費
窓
口
無
料

化(

現
物
給
付)

の
実
施
を

求
め
る

　

子
ど
も
の
貧
困
が
進
ん
で
い

ま
す
。
医
療
費
が
後
日
、
償
還

さ
れ
る
と
し
て
も
子
育
て
世
代

に
と
っ
て
負
担
が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
困
難
を
抱
え
た
家
庭
か

ら
は｢

受
診
を
控
え
る｣

と
い

う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

早
期
受
診
は
病
状
悪
化
を
防

ぐ
た
め
に
非
常
に
重
要
で
す
。

県
の
施
策
と
し
て
実
施
さ
れ
ま

す
よ
う
要
請
し
ま
す
。

1
．子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

を
現
行
の
償
還
方
式
だ
け
で
な

く
、
窓
口
無
料
化
方
式(

現
物
給

付)

が
で
き
る
よ
う
、
沖
縄
県
こ

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
を
改
正
す
る
こ
と
。

提
出
者　

赤
嶺　

奈
津
江

あ
て
先　

県
知
事
・
県
議
会
議
長

県･

県
議
会
へ
10
月
24
日

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

県･

県
議
会
へ
10
月
24
日

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

早
く
て
も
平
成
30
年
度
か

ら
の
導
入
と
な
る
。

歪
み
計
な
ど
に
よ
る
調

査
を
行
う
。
平
成
26
年

に
要
請
の
あ
っ
た
兼
平

団
地
の
と
き
と
同
じ
よ

う
に
対
応
し
た
い
。

要　

請

要　

請

協
定
締
結

回　

答

（
医
療
部
長
）

回　

答

（
土
木
建
築

           

部
長)



　

東
新
川
地
区
の
災
害
時
・
非
常

時
に
緊
急
避
難
所
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
同
地
区
で
防
災
訓
練
を
行
う

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
と
し
て

は
、
運
営
費
や
備
品
、
家
賃
、
職

員
の
賃
金
等
に
充
て
ら
れ
て
い
る

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

児
童
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
の
か
調

査
し
ま
し
た
。

左からサメブラザーズ、アダンマー、飛勇人、ビレア姫、
ユクツナ様

利用料は町民2時間100円、町外300円

災害時等避難施設（東新川）

いこい学童クラブ（兼城）

津嘉山幼稚園
３歳児保育に対応できるよう２階に
増築が可能

事業費執行率72％ 整備率：54％

↑ゴムチップ塗装

木製園路→
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

現
場
調
査

●●●●●●●

総
務
民
生
委
員
会

委
員
長
：
浦
崎
み
ゆ
き　

副
委
員
長
：
金
城
好
春

委　

員
：
新
垣
由
雄
・
大
城
勝
・
大
宜
見
洋
文

照
屋
仁
士
・
赤
嶺
奈
津
江
・
大
城
毅

ふ
る
さ
と
納
税
に
返
礼
品
導
入

問 

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
は
い

つ
か
ら
実
施
す
る
か
。

答 

ふ
る
さ
と
納
税
は
故
郷
な
ど
の

自
治
体
に
寄
付
す
る
こ
と
で
居
住

地
の
税
が
軽
減
さ
れ
る
。
寄
付
に

対
す
る
返
礼
品
を
早
け
れ
ば
12
月

か
ら
導
入
す
る
。

問 

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
返
礼

品
は
寄
付
額
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
る
か
。

答 

返
礼
品
は
町
特
産
品
を
充
て
る

が
、
内
容
は
検
討
中
で
あ
る
。
寄

付
額
の
3
割
が
返
礼
品
代
、
2
割

が
送
料
、
1
割
を
諸
経
費
と
考
え

て
い
る
。

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
に

問 

10
月
か
ら
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種

が
定
期
接
種
に
な
る
が
周
知
は
ど

う
か
。

答 

1
歳
未
満
の
乳
児
が
対
象
と
な

る
。
個
別
通
知
に
加
え
、
広
報
誌

な
ど
で
周
知
に
努
め
る
。

●●●●●●●

経
済
教
育
委
員
会

委
員
長
：
玉
城
勇　

副
委
員
長
：
上
原
喜
代
子

委　

員
：
知
念
富
信
・
花
城
清
文
・
赤
嶺
雅
和  	

　
　
　
　

	

宮
城
寛
諄
・
大
城
真
孝

町
民
優
先
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に

問 

黄
金
森
陸
上
競
技
場
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
は
、
ト
レ
ー
ナ
ー
配
置
や

ク
ー
ラ
ー
設
置
の
効
果
は
ど
う
か
。

答 

利
用
者
数
は
約
５
千
人
増
加
し
、

町
内
利
用
者
の
割
合
が
多
く
な
っ
た
。

問 

町
民
が
利
用
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
町
外
利
用
者
の
利

用
料
増
額
や
制
限
付
き
利
用
の
調

査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

機
器
は
25
台
で
、
時
間
帯
等
に

よ
り
手
狭
と
な
る
。
利
用
状
況
等

の
調
査
を
検
討
す
る
。

ヒ
ュ
ー
ト
町
Ｐ
Ｒ
へ
の
活
用
を

問 

チ
ー
ム
ヒ
ュ
ー
ト
は
町
の
歴
史

や
文
化
を
伝
え
る
た
め
に
誕
生
し

た
ヒ
ー
ロ
ー
達
で
あ
る
。
は
え
る

ん
や
野
菜
の
仲
間
た
ち
、
ヒ
ュ
ー

ト
と
、
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
乱

立
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
町
全
体

で
ヒ
ュ
ー
ト
の
目
的
や
存
在
意
義

を
再
確
認
し
、
役
割
の
軸
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

欠
員
や
活
動
の
回
数
に
課
題
が

あ
り
、
平
成
27
年
度
も
予
定
よ
り

活
動
が
少
な
か
っ
た
。
教
育
や
町

の
Ｐ
Ｒ
に
活
か
す
よ
う
、
活
躍
の

幅
を
広
げ
た
い
。

議
案
を
よ
り
深
く
審
査
す
る
た
め
、
必
要
な
書
類
、

資
料
を
求
め
、
２
つ
の
所
属
委
員
会
に
分
か
れ
、

担
当
課
へ
質
疑
し
ま
し
た
。 

委員会
レポート 現 場

調 査
決
算
審
査
の
た
め
、
全
員
で
現
場
を
調
査
し
ま
し

た
。
町
の
お
金
が
適
切
に
利
用
さ
れ
た
か
、
直
接
見

て
確
認
し
ま
し
た
。

災
害
時
等
避
難
施
設（
東
新
川
）

学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助

黄
金
森
公
園
の
整
備

【
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
】

　

快
適
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

で
き
る
よ
う
園
路
に
ゴ
ム
チ
ッ

プ
塗
装
を
行
い
ま
し
た
。

【
木
製
園
路
】

　

黄
金
森
陸
上
競
技
場
か
ら

旧
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
、

木
製
園
路
を
整
備
す
る
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
歳
児
保
育
の
た
め
増
築
し
ま

し
た
。

　

整
備
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

  

4
幼
稚
園
園
舎
の
増
築

  

津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理

標準的な接種スケジュール（3回接種で費用無料）

生後2か月以降に27日以上の間隔をおいて2回接種

無料で接種できる期間 1回

2回

1回

1～2回目

3回目

1
か
月

1
　歳

2
か
月

3
か
月

4
か
月

7
か
月

8
か
月

9
か
月

1～2回目

生後7～9か月の間に接種（1回目から20週間以上の間隔）
3回目
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議
長
の
南
米
視
察
報
告

『
は
じ
め
に
』

　

南
米
の
ペ
ル
ー
移
住
1
1
0

周
年
記
念
式
典
と
ブ
ラ
ジ
ル
県

人
会
創
立
90
周
年
記
念
式
典
に
、

城
間
俊
安
町
長
と
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
ペ
ル
ー
の
リ
マ
空

港
に
南
風
原
町
人
会
大
城
会
長

他
５
人
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
に
２
年
前
の
南
風

原
町
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生

の
大
城
ル
イ
ス
氏
も
い
ま
し
た
。

再
会
に
た
い
へ
ん
感
動
し
ま
し
た
。

『
ペ
ル
ー
訪
問
』

　

翌
日
、
日
系
人
協
会
を
県
知

事
他
慶
祝
団
で
訪
問
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
人
会
主
催
の
懇
親

会
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
沖
縄
県
人
会
館
大
ホ
ー
ル

に
て
、
戦
没
者
追
悼
式
・
仏
式

法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

28
日
に
は
沖
縄
県
人
ペ
ル
ー

移
住
１
１
０
周
年
記
念
式
典
が

行
わ
れ
各
町
村
人
会
と
の
交
流

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

29
日
に
は
リ
マ
の
県
系
企
業

視
察
が
あ
り
、
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ
と
い
う
ガ
ラ
ス
加
工
販
売

し
て
い
る
会
社
に
行
き
ま
し
た
。

こ
の
ガ
ラ
ス
工
場
で
は
、
住
宅

用
、
バ
ス
用
、
防
弾
ガ
ラ
ス
等

多
種
多
様
で
あ
り
、
製
品
は
ペ

ル
ー
の
全
土
に
納
め
て
い
る
と

の
事
で
し
た
。

『
ブ
ラ
ジ
ル
訪
問
』

　

９
月
２
日
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
戦
亡
者
慰
霊

碑
を
参
拝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
議
会
を
訪
問
し
、

州
知
事
と
県
系
の
議
員
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
日
に
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の

県
系
企
業
視
察
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
会
社
は
、
建
設
用
工
具
等

を
製
作
販
売
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
広
大
な
敷
地
に
と
て
つ
も

な
く
大
き
な
建
物
で
驚
き
ま
し

た
。
こ
の
日
は
ブ
ラ
ジ
ル
沖
縄

県
人
会
創
立
90
周
年
記
念
式
典

の
前
夜
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
日
に
は
、
ジ
ア
デ
ー
マ
沖

縄
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

記
念
植
樹
、
午
後
に
ブ
ラ
ジ
ル

沖
縄
県
人
会
創
立
90
周
年
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夕
方

に
は
各
町
人
会
と
の
交
流
会
も

あ
り
ま
し
た
。

『
結
び
に
』

　

今
回
の
南
米
訪
問
で
再
会
し

た
ル
イ
ス
氏
は
、
ペ
ル
ー
で
週

一
回
三
味
線
の
練
習
を
し
て
い

る
と
聞
き
ま
し
た
。
南
風
原
町

で
の
研
修
が
生
き
て
い
る
事
に

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

ペ
ル
ー
と
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
町

人
会
と
の
交
流
会
で
感
じ
た
こ

と
は
、
２
世
も
だ
い
ぶ
少
な
く

な
っ
て
お
り
３
世
、
４
世
の
方
々

が
交
流
会
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
人
材
交
流
の
研

修
は
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
第
６
回
世
界

の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
今

回
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
参
加
が
９

月
４
日
時
点
で
９
７
０
人
の
申

し
込
み
が
あ
る
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

一
般
質
問
　
花
城
　
清
文
　
議
員

※
記
載
内
容
は
質
問
議
員
が
要
約
し
、
広
報
委
員
で
編
集
し
て
お
り
、
全
文
は
議
会
事
務
局
や
Ｈ
Ｐ
、
図
書
館
で
確
認
で
き
ま
す
。

問 

町
長
は
、
沖
縄
県
町
村
長
を

代
表
し
国
へ
建
白
書
を
提
出
し
た
。

し
か
し
、
参
議
院
選
挙
に
お
い
て

辺
野
古
へ
の
新
基
地
を
推
進
す
る

候
補
者
を
南
風
原
町
支
部
長
と
な
っ

て
支
援
し
た
。
そ
れ
に
対
し
町
民

は
「
ぶ
れ
た
」
と
い
う
。
町
長
は
、

今
後
、
新
基
地
建
設
を
推
進
す
る

の
か
。

町  

長 

辺
野
古
の
問
題
等
は
一

貫
し
て
ぶ
れ
て
い
な
い
。

問 

選
挙
で
い
う
３
日
戦
争
の
７

月
８
日
か
ら
名
古
屋
に
サ
ッ
カ
ー

の
応
援
に
行
っ
た
の
は
事
実
か
。

名
古
屋
に
行
っ
た
の
は
、
町
長
が

不
利
に
な
る
の
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

す
る
た
め
だ
と
い
う
町
民
も
い
る
。

そ
れ
は
ど
う
か
。

町  

長 

名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
の

キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
た
め
で
あ
り
公

務
で
あ
る
。

問 

本
町
で
４
５
３
５
票
の
大
差

で
イ
ハ
洋
一
氏
が
圧
勝
し
た
。
ど

う
思
う
か
。

町  

長 

大
差
が
で
た
の
は
町
民

の
期
待
の
表
れ
で
あ
る
。

旧
陸
軍
病
院
跡
に「
茅
葺
き

校
舎
」の
建
築
を

問 

観
光
資
源
が
乏
し
い
本
町
、

他
県
か
ら
の
観
光
客
を
誘
致
す
る

た
め
陸
軍
病
院
跡
に
茅
葺
き
の
校

舎
を
建
築
し
て
は
ど
う
か
。

副
町
長 

建
築
は
厳
し
い
。

東
新
川
で
の
里
道
整
備
を

問 

東
新
川
の
町
道
２
０
９
号
線

に
接
続
し
て
い
る
里
道
は
、
側
溝

か
ら
あ
ふ
れ
た
雨
水
で
破
損
し
て

い
る
。
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

副
町
長 

近
隣
の
資
材
置
き
場
の

車
両
に
よ
る
破
損
と
確
認
し
て
い
る
。

資
材
置
き
場
の
管
理
者
が
補
修
す
る
。

問 
沖
縄
自
動
車
道
か
ら
側
溝
は

蓋
か
け
が
さ
れ
て
い
な
い
。
関
係

機
関
と
協
議
し
て
は
ど
う
か
。

副
町
長 

道
路
管
理
者
が
蓋
か
け

は
改
修
済
み
と
確
認
し
た
。

専
門
職
員
の
採
用
を

問 

教
育
委
員
会
は
学
校
の
分
離

新
設
や
大
規
模
改
修
が
予
想
さ
れ
る
。

建
築
設
計
士
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

副
町
長 

経
済
建
設
部
が
技
術
協

力
・
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問 

幼
児
教
育
を
推
進
す
る
た
め

の
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
は

ど
う
か
。

教
育
長 

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

配
置
は
今
後
検
討
す
る
。

問 

経
済
建
設
部
は
国
、
県
道
と

の
調
整
、
公
園
、
下
水
道
、
町
道

等
の
整
備
で
専
門
職
員
が
必
要
で

あ
る
。
採
用
は
ど
う
か
。

副
町
長 

部
内
で
の
職
員
の
配
置

を
検
討
す
る
。
対
応
で
き
な
い
場

合
は
現
場
技
術
業
務
委
託
で
工
事

管
理
を
行
っ
て
い
る
。

日
　
程 

８
月
26
日
〜
９
月
７
日

訪
問
先 

ペ
ル
ー
・
ブ
ラ
ジ
ル

旅
　
費 

96
万
円

南
米
沖
縄
県
人
会
創
立
記
念
式
典
に
参
加
し
て

議
会
議
長
　
宮
城
　
清
政 

花城　清文 議員

ぶれた町長の
政治姿勢を問う
答　一貫してぶれていない
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こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
文
化
財
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
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一
般
質
問
　
大
城
　
勝
　
議
員

一
般
質
問
　
浦
崎
み
ゆ
き 

議
員

    

問 

町
内
の
小
中
学
校
の
空
手
授

業
の
現
状
は
ど
う
か
。

教
育
長 

中
学
校
で
授
業
に
取
り
入

れ
て
い
る
。
小
学
校
で
は
実
施
し

て
い
な
い
。

問 

地
域
の
空
手
家
を
空
手
の
授

業
に
活
用
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長 

必
要
で
あ
れ
ば
、
講

師
派
遣
が
で
き
る
か
検
討
す
る
。

問 

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
地
域
の
公
民
館
な

ど
を
活
用
し
、
空
手
を
広
め
ら
れ

な
い
か
。

教
育
長 

地
域
か
ら
要
望
が
あ
れ

ば
、
公
民
館
出
前
講
座
が
可
能

で
あ
る
。
町
内
4
カ
所
の
児
童

館
で
は
空
手
教
室
を
実
施
し
て

い
る
。

問 

中
高
年
の
健
康
づ
く
り
と
し
て
、

空
手
の
公
民
館
講
座
が
新
設
で
き

な
い
か
。

教
育
長 

利
用
者
か
ら
の
意
見
等

を
参
考
に
検
討
す
る
。

県
道
82
号
線
沿
い
に
道
路

照
明
灯
の
設
置
を

問 

県
道
82
号
線
の
照
屋
交
差
点

か
ら
山
川
区
向
け
に
給
油
所
が
あ
る
。

そ
の
一
帯
は
夜
間
に
な
る
と
真
っ

暗
闇
と
な
る
。
道
路
に
照
明
灯
の

設
置
が
で
き
な
い
か
。

副
町
長 

道
路
管
理
者
に
要
請
を
行
う
。

町
文
化
財
の
存
在
意
義
を

高
め
有
効
活
用
を

問 

観
光
協
会
の
催
し
に
南
風
原

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
が
あ
る
。
観
光

行
政
の
観
点
か
ら
町
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

副
町
長 
観
光
と
し
て
訪
れ
る
方
が
、

本
町
の
風
景
・
風
俗
・
文
物
を
見
た

り
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
歴

史
・
文
化
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
素

晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

旅
券
発
行
の
手
数
料
支
払

い
簡
略
化
を

問 

南
風
原
町
役
場
で
旅
券
発
行

を
し
て
い
る
。
手
数
料
支
払
い
を

簡
略
化
し
庁
舎
内
で
収
入
印
紙
や

県
証
紙
の
扱
い
が
で
き
な
い
か
。

副
町
長 

申
請
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

庁
舎
内
で
の
取
り
扱
い
を
検
討
す
る
。

区
画
整
理
地
域
に
愛
称
を

問 

町
民
か
ら
募
集
し
て
、
津
嘉

山
北
土
地
区
画
整
理
事
業
地
域
に

愛
称
を
付
け
ら
れ
な
い
か
。

副
町
長 

町
民
か
ら
募
集
す
る
こ
と

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問

平
成
28
年
10
月
か
ら
乳
児
へ

の
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
が
始
ま
る
。
平
成
28
年
４
月
以

降
に
生
ま
れ
た
子
が
対
象
と
な
る
。

対
象
で
あ
る
０
歳
児
は
何
人
か
。

副
町
長 

対
象
児
童
は
４
５
０
人

と
見
込
ん
で
い
る
。

問 

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
１
歳
に
な

る
前
に
３
回
接
種
が
必
要
と
な
る
。

３
回
目
の
接
種
は
最
初
の
接
種
か

ら
１
３
９
日
あ
け
る
必
要
が
あ
る
。

４
月
に
生
ま
れ
た
子
は
、
最
終
接

種
ま
で
に
時
間
が
な
い
が
対
策
は

あ
る
か
。

民
生
部
長 
平
成
29
年
７
月
ま
で

延
長
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

問 

Ｂ
型
肝
炎
は
感
染
し
や
す
い
。

３
歳
未
満
の
90
％
が
保
菌
者
と
な

り
得
る
デ
ー
タ
が
あ
る
。
保
菌
者

に
な
る
と
発
病
の
リ
ス
ク
を
持
つ
。

１
、２
歳
を
対
象
と
し
た
任
意
の
接

種
に
助
成
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

副
町
長 

感
染
す
る
と
将
来
、
肝

硬
変
や
肝
臓
が
ん
な
ど
リ
ス
ク
が

高
い
。
方
法
を
検
討
す
る
。

福
祉
避
難
所
の
体
制
を
問
う

問 

電
源
が
必
要
な
医
療
機
器
を

使
用
し
た
医
療
ケ
ア
を
行
っ
て
い

る
住
民
が
い
る
。
非
常
時
用
電
源

が
必
要
な
方
や
介
護
度
の
高
い
方

な
ど
を
募
り
個
別
の
行
動
支
援
計

画
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

副
町
長 

災
害
時
要
援
護
者
避
難

計
画
を
策
定
後
、
本
人
の
意
志
を

得
て
個
別
支
援
計
画
を
策
定
す
る
。

問 

避
難
所
に
非
常
用
電
源
の
確

保
を
予
算
措
置
で
き
な
い
か
。

民
生
部
長 

ち
む
ぐ
く
る
館
に
は

自
家
発
電
が
あ
る
。
最
初
は
そ
こ

に
避
難
す
る
形
を
模
索
す
る
。「
ち

む
ぐ
く
る
館
」
を
福
祉
避
難
所
と

し
て
設
置
す
る
こ
と
も
含
め
検
討

す
る
。

ひ
き
こ
も
り
は
専
門
機
関

の
支
援
を

問 

ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
意
識

改
革
で
、
精
神
保
健
や
医
療
、
福
祉
、

教
育
な
ど
専
門
機
関
の
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
当
事
者
を
支
援
対

象
と
規
定
さ
れ
た
。
本
町
の
ひ
き

こ
も
り
の
実
態
を
調
査
す
る
計
画

は
な
い
か
。

民
生
部
長 

実
態
調
査
は
考
え
て

い
な
い
。
福
祉
マ
ッ
プ
を
作
成
し

個
別
で
訪
問
し
、
把
握
を
行
っ
て

い
る
。

問

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た

相
談
窓
口
を
開
設
し
支
援
で
き
な

い
か
。

副
町
長 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談

窓
口
は
ツ
ー
ル
の
１
つ
と
し
て

調
査
・
研
究
す
る
。

大城　勝 議員

空手普及に関して町行
政はどのような思いか
答　沖縄は空手発祥地であり、継承していける　　　
　　よう取り組む

Ｂ型肝炎ワクチン
定期接種対策は
答　接種期間を平成29年７月まで
　　延長し対応する

浦崎みゆき 議員
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一
般
質
問
　
上
原
喜
代
子 

議
員

一
般
質
問
　
知
念
　
富
信 

議
員

   

問

今
年
度
も
長
寿
県
復
活
・
食

の
応
援
事
業
で
「
は
え
ば
る
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
作
成
す
る
予
定
か
。

副
町
長 

カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
配

布
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

カ
レ
ン
ダ
ー
の
世
帯
配
布
が

１
万
２
０
０
０
部
、
事
業
所
配
布

が
１
０
０
０
部
と
確
認
し
た
。
カ

レ
ン
ダ
ー
は
そ
の
月
が
終
わ
る
と

破
棄
を
す
る
。
破
棄
す
る
に
は
も
っ

た
い
な
い
。
冊
子
と
し
て
保
存
版

に
で
き
な
い
か
。

副
町
長 

カ
レ
ン
ダ
ー
は
町
民
に
食

事
の
基
準
量
、
食
品
に
含
ま
れ
て

い
る
脂
の
量
、
脂
を
使
わ
な
い
野

菜
料
理
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
て
い
る
。
長
期
的
に
活
用

で
き
る
保
存
版
を
検
討
す
る
。

問 

食
の
応
援
事
業
で
学
童
生
活

習
慣
病
予
防
健
診
及
び
保
健
指
導

事
業
が
あ
る
。
対
象
と
な
る
５
年

生
に
島
や
さ
い
の
栄
養
素
を
紹
介

し
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
作
成

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
島
や

さ
い
を
通
し
て
栄
養
素
の
高
さ
を

分
析
し
、
特
別
感
を
出
し
ス
ー
パ
ー

フ
ー
ド
と
し
て
紹
介
が
で
き
な
い

か
。

教
育
長 

食
育
の
観
点
か
ら
ラ
ン

チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
は
非
常
に
効
果

の
あ
る
事
業
で
な
い
か
と
考
え
る
。

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

青
年
海
外
派
遣
事
業
で
の

人
材
育
成
を

問 

青
年
海
外
派
遣
事
業
は
一
括

交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
で
、
平

成
25
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま
で

の
事
業
計
画
で
あ
る
。「
女
性
の

翼
」
の
よ
う
に
長
期
的
に
取
り
組
み
、

研
修
生
を
育
て
て
い
く
必
要
性
を

感
じ
る
が
ど
う
か
。

教
育
長 

町
の
事
業
と
し
て
は
、

平
成
33
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
そ
れ
以

降
も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問 
人
選
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

教
育
長 

町
広
報
誌
で
募
集
案
内
し
、

南
風
原
町
青
年
海
外
派
遣
研
修
生

選
考
委
員
会
で
審
査
を
行
う
。
５

人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
書
類
審

査
や
個
別
面
接
を
行
っ
て
い
る
。

問 

研
修
後
の
報
告
会
は
実
施
し

て
い
る
か
。

教
育
長 

研
修
終
了
後
に
は
研
修

報
告
会
を
開
催
し
、
報
告
書
は
年

度
末
ま
で
に
発
刊
し
て
い
る
。

問 

宮
平
地
区
資
料
館
整
備
事
業

は
完
了
ま
で
の
工
程
は
ど
の
よ
う

な
計
画
か
。

総
務
部
長 

宮
平
区
が
実
施
す
る

伝
統
芸
能
等
地
域
振
興
の
資
料
館
で
、

町
か
ら
宮
平
区
へ
の
補
助
事
業
で

あ
る
。
事
業
費
は
、
約
２
億
円
で
、

国
の
内
諾
を
得
ら
れ
た
の
が
、
平

成
27
年
12
月
で
あ
る
。
昨
年
度
設

計
の
入
札
を
行
い
年
度
内
の
完
了

予
定
が
、
調
整
に
時
間
を
要
し
繰

り
越
し
と
な
っ
た
。
建
築
は
平
成

28
年
10
月
に
契
約
し
て
、
平
成
29

年
３
月
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

問 

平
成
27
年
度
の
一
括
交
付

金
に
よ
る
市
町
村
の
ソ
フ
ト
交
付

金
執
率
が
78
％
で
、
平
成
29
年
度

は
減
額
査
定
に
な
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
達
成
状
況
の
事
後
評
価

で
市
町
村
１
１
４
６
件
の
う
ち
達
成
、

お
お
む
ね
達
成
で
８
９
７
件
、
繰

越
事
業
１
０
２
件
で
あ
る
。
本
町

の
ソ
フ
ト
交
付
金
の
執
行
率
は
何
％

か
。

副
町
長 

本
町
の
一
括
交
付
金
執

行
率
は
78
％
で
平
成
28
年
度
へ
の

繰
越
事
業
は
５
事
業
で
あ
る
。
観

光
発
進
施
設
事
業
、
北
丘
小
西
側

避
難
通
路
整
備
事
業
、
地
域
振
興

資
料
館
整
備
事
業
は
年
度
内
完
了

を
予
定
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
外
灯

事
業
、
津
嘉
山
ク
サ
テ
ィ
森
保
全

事
業
は
す
で
に
完
了
し
て
い
る
。

兼
城
区
の
町
道
１
７
３
号

線
の
整
備
を

問 

町
道
１
７
３
号
線
（
兼
城
区

旧
太
田
病
院
向
か
い
）
に
通
信
用

の
電
柱
が
道
路
上
に
立
っ
て
い
る
。

撤
去
が
で
き
な
い
か
。

副
町
長 

所
有
者
は
県
で
、
河
川

監
視
用
カ
メ
ラ
の
電
柱
で
あ
る
。

河
川
改
修
で
一
部
撤
去
し
た
が
、

電
柱
が
残
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

早
め
に
撤
去
す
る
よ
う
に
県
と
調

整
す
る
。

問 
旧
太
田
病
院
前
の
地
形
が
変

わ
っ
て
い
る
が
、
町
は
把
握
し
て

い
る
か
。

副
町
長 

旧
太
田
病
院
前
に
花
鉢

が
置
か
れ
通
り
抜
け
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
。
排
水
路
側
の
県
有
地
を

道
路
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
検

討
す
る
。

問 

側
溝
の
横
に
水
道
管
が
敷
設

さ
れ
て
い
る
が
、
埋
設
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
側
溝
を
蓋
か
け
に
し

て
歩
道
を
設
置
で
き
な
い
か
。

副
町
長 

水
道
管
は
南
部
水
道
企

業
団
の
所
有
物
で
あ
る
。
県
の
専

有
許
可
を
取
得
で
き
れ
ば
、
埋
設

で
き
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、

側
溝
は
築
39
年
に
な
り
、
近
年
多

発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
既

設
排
水
路
の
改
修
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
蓋
か
け
を
す
る
と
氾
濫
被

害
が
想
定
さ
れ
る
た
め
困
難
と
考

え
る
。

上原喜代子 議員

長寿県復活
食の応援事業を問う
答　カレンダーの活用、ランチョンマットの
　　作成を検討する 知念　富信 議員

地域振興資料館
整備事業を問う
答　年度内完成に向けて取り組む



山川区民による山川体育センター清掃の様子

①各年度予算の合計 ②各会計の町債（借金）発行額の
合計 ③あとの年度で国から措置される補助金 ④実際町
民が負担する借金 ⑤町の各貯金の合計

※過去のはいさいよーさんを参照

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

各会計合計 187億3503万円 200億4211万円 210億9586万円

町債残高 168億3658万円 175億7706万円 177億5188万円

交付税措置額 89億4060万円 91億8417万円 92億6336万円

実質の借金 78億9568万円 83億9289万円 84億8852万円

基金残高 27億3227万円 16億1485万円 13億7504万円
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一
般
質
問
　
照
屋
　
仁
士 

議
員

一
般
質
問
　
宮
城
　
寛
諄 

議
員

   

問 

平
成
27
年
度
末
の
町
債
残

高
は
１
７
７
億
５
１
８
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。「
沖
縄
県
町
村
議

会
議
長
会
会
報
」
に
よ
る
と
、
地

方
債
＋
債
務
負
担
行
為
＋
積
立
金

現
在
高
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め

る
割
合
で
２
０
１
％
と
県
内
４
位

の
数
値
に
驚
い
た
。
投
資
が
多
い
分
、

借
金
が
多
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
理

解
す
る
が
、
町
民
に
対
し
、「
借

金
も
す
べ
て
が
財
産
」
と
言
え
る

も
の
で
は
な
い
。
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。

総
務
部
長 

真
摯
に
受
け
止
め
て
、

将
来
的
な
予
算
編
成
、
計
画
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

問 

財
政
の
仕
組
み
は
複
雑
で
あ

る
。
い
か
に
町
民
に
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
か
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

次
の
よ
う
な
表
記
は
説
明
の
一
助

に
な
る
と
思
う
。
改
め
て
『
ハ
イ

さ
い
よ
〜
さ
ん
』
で
示
す
こ
と
が

で
き
な
い
か
。

総
務
部
長 

提
案
の
起
債
残
高
、

交
付
税
算
入
額
、
基
金
残
高
を
年

次
的
に
見
や
す
い
方
法
を
検
討
し
、

次
年
度
か
ら
対
応
す
る
。

問 

行
政
需
要
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

一
括
交
付
金
へ
の
対
応
等
、
町
債

の
発
行
額
が
増
え
て
い
る
。
そ
れ

で
も
借
金
は
減
ら
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
実
質

借
金
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
は
可

能
か
。

総
務
部
長 

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
こ
と
で
、
理
屈
と
し

て
は
、
起
債
総
額
は
増
え
な
い
。

厳
密
に
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
際
交
流
か
ら
国
際
貢
献
へ

問

８
月
26
〜
31
日
、
日
青
協

第
25
次
植
林
訪
中
団
へ
参
加
し
た
。

中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
ダ
ラ
ト
キ
、

河
北
省
豊
寧
満
族
自
治
県
を
訪

れ
、
植
林
作
業
を
行
っ
た
。
過
去

25
年
間
の
植
林
の
歴
史
と
成
果
を

こ
の
目
で
体
感
し
た
。
互
い
の
友

情
は
も
ち
ろ
ん
、
単
に
砂
漠
化
防

止
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
意
識
を

大
き
く
変
え
た
。
さ
ら
な
る
緑
化

と
農
地
の
拡
大
、
住
民
の
定
住
化

な
ど
経
済
的
発
展
に
ま
で
貢
献
を

し
て
い
る
。
国
際
貢
献
は
、
将
来

に
向
け
た
人
材
育
成
、
本
町
の
観
光
、

産
品
、
産
業
の
発
信
に
大
き
く
貢

献
す
る
と
考
え
る
。
今
後
、
国
際

貢
献
の
研
究
を
行
っ
た
り
、
参
加

し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長 

趣
旨
は
非
常
に
共
感

で
き
る
。
大
き
い
枠
組
み
で
捉
え
、

行
政
が
で
き
る
も
の
は
ど
ん
ど
ん

協
力
す
る
。

問 

介
護
保
険
が
平
成
27
年
実
施

の
改
定
で
改
悪
さ
れ
た
。

①
要
支
援
１
・
２
の
訪
問
・
通
所　
　

　

介
護
が
自
治
体
事
業
へ
移
行

②
年
金
収
入
２
８
０
万
円
以
上
の　

　

者
の
２
割
負
担
の
導
入

③
特
養
ホ
ー
ム
入
所
を
要
介
護
３　

　

以
上
に
限
定

本
町
で
の
影
響
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

副
町
長 

法
改
正
後
も
必
要
な
方
は
、

利
用
し
て
い
る
方
が
多
い
。

①
町
の
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
に
移
っ

た
方
は
本
人
の
希
望
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

②
２
割
負
担
に
な
っ
た
た
め
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
い
等
の
苦

情
・
相
談
は
な
い
。

③
特
養
利
用
は
、
経
過
措
置
に
よ
り
、

要
介
護
１
・
２
の
場
合
で
も
継

続
入
所
が
可
能
で
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
は
大
き
な
影
響
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

社
会
保
険
審
議
会
で
、
介
護

保
健
の
改
悪
が
次
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

①
要
介
護
１
・
２
の
訪
問
介
護
や

通
所
介
護
、
福
祉
用
具
の
貸
与

を
保
険
適
用
か
ら
外
す

②
利
用
料
の
引
き
上
げ

③
負
担
上
限
の
引
き
上
げ

④
納
付
年
齢
の
引
き
下
げ

 　
（
40
歳
か
ら
20
歳
へ
）

こ
の
よ
う
な
改
悪
に
対
し
抗
議
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

副
町
長 

厚
生
労
働
省
で
現
在
審

議
中
で
あ
る
。
経
過
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
。

問 

影
響
を
受
け
る
要
支
援
１
・
２
、

要
介
護
１
・
２
の
認
定
者
は
ど
れ

ほ
ど
か
。

副
町
長 

影
響
を
受
け
る
認
定
者
は
、

認
定
者
全
体
の
約
５
割
と
な
る
。

山
川
体
育
セ
ン
タ
ー
の

再
整
備
を

問 

山
川
体
育
セ
ン
タ
ー
は
昭
和

62
年
に
設
置
さ
れ
、
多
く
の
町
内

外
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、

施
設
の
痛
み
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。

表
土
が
流
れ
た
り
、
ネ
ッ
ト
が
破

れ
た
り
し
て
い
る
。
管
理
棟
の
煉

瓦
が
割
れ
て
飛
散
し
て
い
る
。
本

格
的
な
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長 

改
修
工
事
や
施
設
の
改

築
等
の
計
画
は
な
い
。
引
き
続
き

修
繕
費
や
原
材
料
費
で
対
応
す
る
。

照屋　仁士 議員

本町の借金比率は
201％（県内４位）
どう考える
答　真摯に受け止め、将来的な計画が必要

介
護
保
険
制
度
の

　

改
悪
を
許
す
な

答
　
国
で
現
在
審
議
中
の
た
め
、
経
過
見
守
る

宮城　寛諄 議員



小学校の授業風景 改善された交差点（第２団地）

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
分
断
さ
れ
る
自
治
会
課
題
は 

○
学
童
ク
ラ
ブ
の
子
育
て
支
援
は

○
県
営
団
地
建
て
替
え
に
つ
い
て

○
路
上
の
違
反
広
告
に
つ
い
て

○
公
共
交
通
の
課
題
に
つ
い
て

○
農
福
連
携
に
つ
い
て

○
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
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一
般
質
問
　
金
城
　
好
春 

議
員

   

問 

学
校
教
職
員
衛
生
管
理
規
程

を
策
定
し
た
の
は
い
つ
か
。

教
育
長 

平
成
21
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
し
て
い
る
。

問 

学
校
教
職
員
安
全
衛
生
委
員

会
の
開
催
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

教
育
長 

平
成
21
年
度
に
同
委
員

会
を
開
催
し
た
が
、
そ
の
後
は
開

催
し
て
い
な
い
。

問 

一
度
開
催
後
開
催
し
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

教
育
部
長 

同
委
員
会
は
、
教
育

部
長
が
委
員
長
で
、
学
校
医
と
、

衛
生
推
進
者
に
各
学
校
か
ら
６
人

の
委
員
を
出
す
。
衛
生
推
進
者
の

選
定
に
時
間
を
要
し
、
開
催
で
き

て
い
な
い
。

問 

衛
生
推
進
者
に
な
る
と
負
担

が
増
え
る
の
か
。

教
育
部
長 

衛
生
推
進
者
は
、
取

り
組
み
が
多
く
な
り
手
が
い
な
い
。

教
職
員
の
出
退
勤
の
管
理
は

問 

タ
イ
ム
カ
ー
ド
は
導
入
さ
れ

て
い
る
の
か
。
幼
稚
園
は
ど
う
か
。

教
育
部
長 

教
職
員
は
、
出
勤
簿

で
勤
務
実
態
の
適
切
な
把
握
・
管

理
を
各
学
校
長
へ
指
導
を
し
て
い
る
。

幼
稚
園
は
本
町
職
員
で
、
町
の
給

与
シ
ス
テ
ム
と
連
動
が
必
要
な
た
め
、

出
退
勤
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
管
理
を

し
て
い
る
。

問 

県
内
公
立
小
中
学
校
で
タ
イ

ム
カ
ー
ド
を
導
入
し
て
い
る
自
治

体
は
あ
る
か
。

教
育
部
長 

島
尻
教
育
事
務
所
管

内
及
び
調
査
し
た
市
町
村
管
内
に

お
い
て
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
活
用
し

て
い
る
学
校
は
な
い
。

学
校
側
に
印
刷
機
の
増
を

問 

印
刷
機
が
１
台
し
か
な
く
、

空
き
時
間
で
印
刷
が
で
き
ず
残
業

の
一
因
に
な
る
と
の
悩
み
を
聞
い
た
。

複
数
台
導
入
は
難
し
い
か
。

教
育
長 

残
業
の
一
因
と
の
課
題

は
な
い
。
複
数
台
設
置
は
保
守
費

用
や
設
置
ス
ペ
ー
ス
確
保
な
ど
の

課
題
も
あ
る
。
学
校
事
務
員
に
印

刷
を
依
頼
す
る
な
ど
、
効
率
的
な

活
用
を
含
め
検
討
す
る
。

問 

現
場
か
ら
要
望
が
な
い
と
導

入
し
づ
ら
い
か
。

教
育
部
長 

生
徒
数
も
考
慮
し
増

設
は
可
能
と
考
え
る
。

一
般
質
問
　
大
宜
見
洋
文 

議
員

   

問 

山
川
入
口
バ
ス
停
付
近
の

宇う

平ひ
い

橋
の
近
く
に
広
場
が
あ
る
が

町
の
管
理
地
か
。

副
町
長 

県
の
管
理
地
で
あ
る
。

問 

広
場
内
に
宇
平
橋
の
石
碑

の
レ
プ
リ
カ
と
説
明
板
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
文
字
が
色
あ
せ
て
読

み
づ
ら
い
。
改
善
で
き
な
い
か
。

教
育
長 

他
の
文
化
財
の
案
内
板
や

標
柱
等
も
調
査
し
て
対
応
す
る
。

問 「
宇
平
橋
公
園
」
と
名
前
を

付
け
て
看
板
を
設
置
で
き
な
い
か
。

副
町
長 
県
が
管
理
し
て
い
る
の
で
、

看
板
の
設
置
が
で
き
な
い
か
確
認
し
た
。

公
園
で
は
な
い
た
め
看
板
の
設
置

は
で
き
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

問 

広
場
内
に
放
置
車
両
と
ご
み

が
捨
て
ら
れ
て
い
る
。撤
去
で
き
な

い
か
。

副
町
長 

放
置
車
両
は
撤
去
手
続

き
中
で
あ
り
、
ご
み
は
撤
去
し
た
。

問 

広
場
近
く
の
バ
ス
停
に
ソ
フ
ァ

が
２
つ
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
撤
去

で
き
な
い
か
。

副
町
長 

ソ
フ
ァ
は
撤
去
し
た
。
不

法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
随
時
指
導

を
行
い
改
善
に
努
め
る
。

問 

国
道
５
０
７
号
と
那
覇
空

港
自
動
車
道
の
交
差
し
て
い
る
高

架
橋
の
下
に
は
津
嘉
山
の
御
願
所

「
竜り

ゅ
う
ぐ
う
が
ー

宮
井
」
が
あ
る
。
そ
の
付
近
も

ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
改
善

で
き
な
い
か
。

副
町
長 

南
部
国
道
事
務
所
の
管
理

地
と
な
っ
て
い
る
の
で
対
応
を
依

頼
し
た
。

津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理

事
業
の
進
捗
を
問
う

問 

国
道
５
０
７
号（
津
嘉
山
仲

井
間
線
）
は
拡
幅
工
事
も
終
了
し
、

中
央
に
白
線
を
引
こ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
路
線
は
、
当
初
の
計
画

ど
お
り
停
車
帯
を
設
置
す
る
の
か
。

副
町
長 
計
画
通
り
車
道
の
左
寄

り
に
幅
２
・
２
メ
ー
ト
ル
の
停
車

帯
を
設
置
す
る
。

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
の

改
善
を

問 

町
道
83
号
線
と
町
道
16
号
線

の
交
差
点
に
つ
い
て
改
善
を
求
め
る
。

南
風
原
高
校
側
か
ら
十
字
路
で
一

時
停
止
す
る
と
国
道
５
０
７
号
バ

イ
パ
ス
方
面
か
ら
来
る
車
が
街
路

樹
に
遮
ら
れ
て
見
え
な
い
。
前
に

進
み
に
く
い
と
の
声
が
あ
る
。
改

善
で
き
な
い
か
。

副
町
長 

低
木
を
剪
定
し
、
車
両

が
確
認
で
き
る
よ
う
に
改
善
し
た
。

大宜見洋文 議員

教職員の職場環境
改善はどうなった
答　安全衛生委員会は選定に時間を要している

宇平橋周辺の環境美化
と文化財の周知を
答　不法投棄の指導で美化に努め、周知は
　　文化財の調査が必要となる 金城　好春 議員



こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
琉
球
絣
、
南
風
原
花
織
の
振
興
を

○
歩
道
の
カ
ラ
ー
舗
装
の
整
備
は

新規認可園の設置箇所
（各年度の３月３１日時点）

神里区の人口の推移	

年 度 世 帯 数 人 口

平成25年度 339 872

平成26年度 349 882

平成27年度 316 859

平成28年度 319 836

山川保育園
予定地

照屋
保育園
予定地

はえばる
歯科
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一
般
質
問
　
赤
嶺
　
雅
和 

議
員

一
般
質
問
　
大
城
　
毅 

議
員

   

問 

平
成
25
年
の
沖
縄
建
白
書
の

実
現
を
求
め
る
立
場
が
変
わ
ら
な

い
か
。

町  

長 

一
貫
し
て
建
白
書
の
考

え
方
を
貫
い
て
い
く
。

問 

７
月
の
参
議
院
選
挙
で
町
長

は
当
時
大
臣
で
あ
っ
た
、
島
尻
安

伊
子
氏
の
南
風
原
支
部
長
と
し
て

活
動
し
た
。
こ
れ
は
、
建
白
書
を

堅
持
す
る
と
い
う
立
場
と
矛
盾
す

る
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
い
か
。

町  
長 
南
風
原
町
長
と
し
て
、

辺
野
古
の
問
題
等
に
お
い
て
は
相

反
す
る
が
、
大
多
数
部
分
は
賛
同

す
る
。
南
風
原
町
益
の
た
め
に
は

先
頭
を
切
る
こ
と
が
私
の
務
め
だ

と
思
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料

１
月
か
ら
実
施
で
き
る
か

問 

町
は
平
成
29
年
１
月
診
療
分

か
ら
こ
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付

を
予
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
県

の
交
付
要
綱
の
改
正
が
前
提
と
答

弁
し
て
い
る
。
県
は
12
月
の
国
の

審
議
会
の
結
論
で
わ
れ
わ
れ
が
思

う
方
向
で
出
た
と
し
て
も
、
平
成

30
年
度
か
ら
と
し
て
い
る
。
南
風

原
町
は
１
月
診
療
分
か
ら
実
施
で

き
る
の
か
。

民
生
部
長 

県
も
方
法
を
模
索
中

で
あ
る
と
い
う
回
答
を
得
て
い
る
。

補
助
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
期
待
も
あ
る
。
要
綱
改

正
含
め
て
、
方
策
が
実
現
で
き
な

い
限
り
わ
れ
わ
れ
は
ス
タ
ー
ト
で

き
な
い
。

認
可
保
育
園
増
設
は

新
年
度
に
間
に
合
う
か

問 

来
年
度
か
ら
の
園
児
募
集
に

向
け
て
新
設
保
育
園
の
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
今
年
度
で
準
備

を
し
、
平
成
29
年
度
の
入
園
に
間

に
合
う
か
。

民
生
部
長 

平
成
29
年
４
月
１
日

開
園
を
目
指
し
て
い
る
の
は
、
山

川
保
育
園
と
照
屋
保
育
園
の
２
園

で
あ
る
。
や
ま
び
こ
保
育
園
は
、

平
成
30
年
４
月
１
日
開
園
を
予
定

し
て
い
る
。
山
川
と
照
屋
の
両
園

に
つ
い
て
は
、
実
施
設
計
を
終
え
、

現
在
入
札
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

当
初
の
予
定
よ
り
実
施
設
計
業
務

に
、
１
カ
月
程
度
多
く
要
し
た
た
め
、

建
設
工
事
の
工
期
に
も
影
響
が
出

る
と
想
定
さ
れ
る
。
平
成
29
年
４

月
１
日
開
園
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

   

問 

待
機
児
童
の
今
後
の
状
況
は

ど
う
か
。

副
町
長 

９
月
１
日
現
在
の
待
機

児
童
は
２
３
３
人
で
対
前
年
度
40

人
増
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
の
未

就
学
児
の
人
口
は
増
え
続
け
て
い
る
。

そ
れ
に
比
例
し
て
保
育
園
の
入
園

希
望
児
童
は
、
今
後
も
増
え
る
と

想
定
し
て
い
る
。

問 

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

の
施
策
に
つ
い
て
進
捗
は
ど
う
か
。

副
町
長 「
南
風
原
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
沿
っ
て

新
規
認
可
園
や
小
規
模
保
育
園
の

設
置
な
ど
を
行
う
。
さ
ら
に
前
倒

し
で
き
る
事
業
は
積
極
的
に
取
り

組
む
。

問 

新
規
の
保
育
園
も
２
カ
所
増

え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
後
の
計

画
は
ど
う
か
。

民
生
部
長 

今
年
度
で
整
備
を
進
め
、

１
９
６
人
の
定
員
増
に
取
り
組
む
。

次
年
度
中
で
の
開
設
に
向
け
て
は
、

新
設
の
認
可
保
育
園
を
１
カ
所
予

定
し
て
い
る
。
小
規
模
保
育
園
の

新
設
も
公
募
し
て
い
る
。
予
定
と

し
て
は
年
度
内
に
２
カ
所
の
設
置

を
計
画
し
て
い
る
。

問 

新
規
認
可
保
育
園
は
、
来
年

４
月
の
開
園
に
間
に
合
う
の
か
。

民
生
部
長 

大
変
厳
し
い
状
況
だ
が
、

最
大
限
の
努
力
を
し
４
月
１
日
の

開
園
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

独
自
の
都
市
計
画
で
人
口

増
加
を

問 

町
独
自
の
都
市
計
画
策
定
で

宮
城
区
、
大
名
区
、
神
里
区
の
人

口
増
加
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
な

い
か
。

副
町
長 

大
名
区
の
人
口
は
平
成

25
年
度
に
緩
和
区
域
が
拡
大
さ
れ

て
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
る
。
宮
城
区
、

神
里
区
も
、
緩
和
区
域
の
拡
大
が

で
き
な
い
か
人
口
増
加
の
施
策
を

県
と
協
議
す
る
。
都
市
計
画
区
域

の
再
編
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

議
論
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

経
済
建
設
部
長 

神
里
区
の
人
口
は

平
成
25
年
か
ら
平
成
26
年
に
か
け

て
は
若
干
増
え
て
い
る
。
平
成
26

年
か
ら
平
成
27
年
は
ガ
ク
リ
と
落

ち
て
い
る
。
大
き
な
要
因
と
し
て
は
、

太
希
お
き
な
わ
の
移
転
に
伴
う
人

口
減
か
と
考
え
ら
れ
る
。
平
成
24

年
か
ら
増
え
た
要
因
と
し
て
、
緩

和
区
域
の
設
定
に
よ
り
、
戸
建
て

住
宅
が
増
え
た
こ
と
で
あ
る
。
緩

和
区
域
の
拡
大
の
余
地
は
あ
る
と

考
え
る
。
今
後
は
、
拡
大
に
向
け

て
県
と
協
議
を
進
め
る
。

建白書堅持と島尻氏
応援は矛盾ではないか
答　町益のために先頭となって応援した

大城　毅 議員

待機児童の状況と
ゼロの施策は
答　前倒しできる事業は積極的に取り組む

赤嶺　雅和 議員



東部消防組合による救急救命講習中学校の授業風景

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
子
ど
も
の
貧
困
対
策
事
業
の
状
況
は
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一
般
質
問
　
赤
嶺
奈
津
江 

議
員

一
般
質
問
　
玉
城
　
勇 

議
員

問 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
に
つ
い
て
、
新
築
住
宅
は
平
成

18
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
義
務
が

あ
る
。
既
存
住
宅
は
平
成
23
年
５

月
31
日
ま
で
に
、
す
べ
て
の
住
宅

に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ

て
い
る
。
沖
縄
県
は
設
置
率
59
・

３
％
で
全
国
最
下
位
で
あ
り
、
条

例
適
合
率
は
44
・
５
％
で
あ
る
。

町
内
の
設
置
率
は
ど
の
程
度
か
。

副
町
長 

平
成
27
年
度
の
本
町
の

設
置
率
は
53
%
、
条
例
適
合
率

は
48
%
で
あ
る
。
条
例
適
合
率

と
は
、
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
す
べ
て
の
部
屋
に
設
置
状
況
を

確
認
す
る
割
合
で
あ
る
。

問 

全
国
で
火
災
の
発
生
が

３
万
９
０
０
０
件
以
上
あ
る
。
そ

れ
だ
け
の
発
生
で
死
亡
者
が

１
５
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。
け

が
の
方
も
６
５
０
０
人
を
超
え
て

い
る
。
し
か
し
、
火
災
警
報
器
を

設
置
し
た
こ
と
で
助
か
っ
た
事
例

は
全
国
各
地
で
報
告
が
あ
る
。
ぜ

ひ
に
火
災
警
報
器
の
設
置
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

町 

長

 

火
災
警
報
器
は
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
に
は
一
番
重
要

で
あ
る
。
全
国
で
設
置
率
が
１
番

低
い
県
内
に
お
い
て
も
東
部
消
防

管
内
は
低
い
。
設
置
率
を
上
げ
る

た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
な
の
か
、

東
部
消
防
管
内
の
３
町
と
調
整
す
る
。

助
成
す
る
事
も
検
討
す
べ
き
な
の

か
も
含
め
て
全
所
帯
に
１
０
０
％

設
置
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
助
成
を
ど
う
す
べ
き
な
の
か

補
助
は
全
額
な
の
か
、
３
分
の
２
、

２
分
の
１
な
の
か
細
か
い
調
整
も

出
て
く
る
。
東
部
消
防
管
内
正
副

管
理
者
会
が
あ
る
の
で
そ
の
話
し

合
い
を
行
い
た
い
。
設
置
率
ア
ッ

プ
の
た
め
に
話
し
合
い
を
行
う
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
管
理
に
つ
い
て

問 

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
救
命
処
置
の
た

め
、
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う

に
管
理
点
検
が
重
要
で
あ
る
。
町

で
設
置
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

副
町
長 

町
施
設
に
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
パ
ッ
ド
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
や
バ
ッ

テ
リ
ー
交
換
等
の
管
理
・
点
検
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
施
設
に

つ
い
て
は
管
理
者
に
依
頼
し
て
い

る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が

あ
る
か
検
討
す
る
。

   

問 

小
中
学
校
の
教
室
の
気
温
が

30
度
以
上
、
と
き
に
は
33
度
を
超

え
る
日
も
多
々
あ
る
。
早
期
に
ク
ー

ラ
ー
設
置
を
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

教
育
長 

実
施
計
画
で
平
成
31
年

度
に
設
計
委
託
業
務
を
計
画
し
て

い
る
。

問 

真
夏
時
の
教
室
は
、
平
均
気

温
何
度
ぐ
ら
い
に
な
る
か
。
最
高

気
温
何
度
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
か
。

計
画
が
前
倒
し
に
な
る
こ
と
は
な

い
か
。

教
育
部
長 

今
年
度
調
査
を
し
た

結
果
、
全
教
室
で
30
度
を
超
え
て

い
た
。
確
認
で
き
て
い
る
最
高
気

温
は
35
度
で
あ
る
。
早
急
に
調
整

し
実
施
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

問 

町
立
幼
稚
園
つ
い
て
前
回
の

留
意
事
項
で
、
新
増
築
分
に
対
し

て
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
検
討
す
る
よ

う
に
付
し
た
。
新
増
築
分
だ
け
で

は
な
く
て
、
全
体
的
に
検
討
す
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
部
長 

幼
稚
園
で
は
、
増
築

し
た
４
歳
児
の
教
室
と
職
員
室
に

ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。
５

歳
児
の
教
室
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

幼
小
中
学
校
を
調
査
し
て
必
要
で

あ
れ
ば
整
備
し
て
い
く
。

こ
ど
も
医
療
費
の

現
物
給
付
の
実
施
は

問 

こ
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付

実
施
に
向
け
て
、
今
回
、
関
係
予

算
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
現
在

の
状
況
等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

実
施
時
期
は
平
成
29
年
１
月
と
聞

い
た
が
、
実
施
で
き
る
の
か
。

副
町
長 

県
の
所
管
課
、
国
保
連
合

会
、
県
医
師
会
な
ど
と
調
整
を
進

め
て
い
る
。
平
成
29
年
１
月
診
療

分
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
は

進
め
て
い
る
。
実
施
時
期
は
沖
縄

県
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
補
助

金
交
付
要
綱
の
改
正
が
前
提
で
あ
る
。

南
風
原
中
体
育
館
ピ
ロ
テ
ィ

の
整
備
を

問 

平
成
26
年
の
第
２
回
定
例

会
で
南
風
原
中
学
校
体
育
館
ピ
ロ

テ
ィ
の
整
備
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。

前
向
き
な
答
弁
だ
っ
た
と
思
う
が
、

ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長 

早
い
段
階
に
計
画
実
施
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

教
育
部
長 

工
事
工
法
に
つ
い
て

も
調
査
・
研
究
し
、
早
い
段
階
で

実
施
計
画
を
掲
げ
整
備
で
き
る
よ

う
努
め
る
。

すべての住宅に火災
警報器の設置を
答　助成について話し合っていく

玉城　勇 議員

町立学校に早期の
クーラー設置を
答　早急に実施できるよう努力していく

赤嶺奈津江 議員
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町民の声
　

小
学
校
６
年
生
と
中
学
校

３
年
生
を
対
象
に
、
毎
年
４

月
に
実
施
さ
れ
る
「
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
今

年
の
結
果
が
南
風
原
町
広
報

誌
「
は
え
ば
る
」
11
月
号
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
町
内
の

小
学
校
で
は
す
べ
て
の
教
科

に
お
い
て
、
全
国
平
均
や
県

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、

中
学
校
に
お
い
て
は
依
然
と

し
て
全
国
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
。
特
に
、
中
学
の
国
語

Ｂ
問
題
で
は
県
平
均
に
も
及

ば
な
い
。

　

同
調
査
が
開
始
さ
れ
て
以

来
、
数
年
前
ま
で
の
沖
縄
県
は
、

そ
の
上
の
県
よ
り
約
８
ポ
イ

ン
ト
も
低
い
「
ダ
ン
ト
ツ
の

最
下
位
」
だ
っ
た
。
わ
が
南

風
原
町
で
も
父
母
や
学
校
関

係
者
ら
の
意
識
改
革
や
取
り

組
み
が
奏
功
し
た
の
は
疑
う

余
地
が
な
い
。

　

中
学
校
で
の
結
果
に
つ
い

て
「
中
学
生
は
土
・
日
や
平

日
の
部
活
動
で
体
力
を
消
耗
し
、

帰
宅
後
の
学
習
環
境
が
厳
し

い
か
ら
で
は
な
い
か
」
と
指

摘
す
る
親
も
い
る
。
文
武
両

道
の
面
か
ら
部
活
が
重
要
で

あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、

部
活
を
短
時
間
に
集
中
す
る

こ
と
で
両
者
と
も
達
成
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。

南
風
原
町
の

学
力
向
上
に
つ
い
て

与
那
覇

宮み
や
ぎ城

　
信の

ぶ
お夫 

さ
ん

表紙の題字・写真をお寄せください
　あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。表紙の題字と
写真を募集中です。のびやかな題字や笑顔あふれるお写真を
お待ちしています。ご意見・要望なども広く募集しています。
議会だよりへのご意見・ご感想も受け付けています。
連絡先：議会事務局（担当：広報係　新

しんじょう

城）
TEL. 889-3097   FAX. 889-4499
E-Mail　H8893097@town.haebaru.okinawa.jp

南風原町議会

　

11
月
6
日
に
開
催
さ
れ
た
第
5

回
目
の
議
会
報
告
会
、
反
応
は
ど

う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は

「
集
め
る
の
で
は
く
、
集
ま
っ
て
い

る
場
所
に
自
ら
出
向
く
」
と
い
う

姿
勢
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
会
広
報
委
員
会
に
は
、

今
期
か
ら
「
広
聴
」
の
役
割
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
議
会

の
状
況
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

町
民
の
求
め
を
受
け
止
め
る
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。
議
会
報
告
会
も
、

広
報
誌
の
編
集
や
企
画
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
議
会
中
継
な
ど
多
岐
に

渡
り
ま
す
。

　

私
た
ち
委
員
も
た
く
さ
ん
ア
イ

デ
ィ
ア
が
あ
り
、
使
命
感
も
あ
り

ま
す
が
、
な
か
な
か
時
間
が
足

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
目
に

見
え
る
形
で
少
し
で
も
進
め
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
厳
し
い
意
見
も

含
め
、
議
会
へ
お
届
け
下
さ
い
。

（
担
当
／
照
屋　

仁
士
）

ふるさと博覧会で
議会をPR

　11 月５日〜６日に開催された、
はえばるふるさと博覧会に議会報
告会を開催しブースの出展をしま
した。
　ブースでは、議員が議会のしく
み・役割や本会議のネット中継を
紹介し、議会に関するアンケート
調査を行いました。
 　アンケートにご協力いただき
ありがとうございました。

▲ 町商工会青年部からも公募写真がありました

議会ブースの様子


